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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）システムにおいて、チャネル状態情報参照信号（ＣＳＩ
－ＲＳ）の送信のために、リソース要素を割り当てる方法であって、該方法は、
　１つ以上のリソース要素を２次元周波数時間ドメインへ変換することと、
　該１つ以上の変換されたリソース要素を物理的なリソースブロック（ＰＲＢ）のユニッ
トへ分割することと、
　１つ以上のリソース要素を該ＰＲＢの少なくとも一部に対して該ＣＳＩ－ＲＳの送信の
ためにパターン付けることと
　を含み、
　セルごとのＣＳＩ－ＲＳリソース要素は、同一の２つのＯＦＤＭシンボル内に配置され
たＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペアとして、かつ、１つのＰＲＢにおける該２つのＯＦＤ
Ｍシンボル上の最も大きい副搬送波インデックスを有する該ＣＳＩ－ＲＳリソース要素の
ペアから下方へカウントして１番目、６番目および７番目の副搬送波のペアにおいて、該
ＰＲＢ内にパターン付けられる、方法。
【請求項２】
請求項１の方法であって、１つのＰＲＢの時間ドメイン次元は、１つのサブフレームであ
る、方法。
【請求項３】
請求項１の方法であって、該方法は、
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　セル固有参照信号（ＣＲＳ）、物理的ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）および
復調参照信号（ＤＭＲＳ）のうちの少なくとも１つを含む規則的なダウンリンクサブフレ
ームにおける前記ＣＳＩ－ＲＳに前記１つ以上のリソース要素が利用可能かどうかに基づ
いて決定される１つ以上のリソース要素を使用して該ＣＳＩ－ＲＳを送信することをさら
に含む、方法。
【請求項４】
請求項１の方法であって、ＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペアが割り当てられ得る前記同一
の２つのＯＦＤＭシンボルは、１つのサブフレームのいずれかのスロットにおけるシンボ
ル５およびシンボル６であるか、または１つのサブフレームの２番目のスロットにおける
シンボル２およびシンボル３である、方法。
【請求項５】
請求項１の方法であって、１つのＰＲＢにおける前記ＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペアの
前記最も大きい副搬送波インデックスは、｛７，９，１１｝のいずれかの値であり得る、
方法。
【請求項６】
請求項１の方法であって、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソース要素は、シンボル｛９，１０｝に割り当てられ、再利用ファ
クターは３であるか、または
　該ＣＳＩ－ＲＳリソース要素は、シンボル｛５，６｝、｛９，１０｝および｛１２，１
３｝に割り当てられ、再利用ファクターは５である、
　方法。
【請求項７】
請求項１の方法であって、各パターンにおけるＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥインデックス配列は、
時間ドメイン配列および周波数ドメイン配列により取られ得、ｉ番目のＣＳＩ－ＲＳ　Ｒ
Ｅの前記ＰＲＢ内のロケーションは、（ｋｉ，ｌｉ）により表され、０≦ｉ＜８に対して
ｌｉ＝ｌ’＋（ｉ　ｍｏｄ２）により与えられ、０≦ｊ＜４に対して
【数１】

により与えられ、ここで（ｋ’，ｌ’）は、各ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンにおけ
る最大の副搬送波インデックスおよび最小のシンボルインデックスを有するＣＳＩ－ＲＳ
リソース要素のロケーションである、方法。
【請求項８】
請求項７の方法であって、
　あるセルのアンテナポートの数が８より少ない場合、前記ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパ
ターンにおけるインデックス０～３または０～１を有するリソース要素のサブセットは、
該ＣＳＩ－ＲＳを送信するための新しいＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンとして使用さ
れ、
　該ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンにおけるインデックス４～７または２～７を有す
るリソース要素は、パターン再利用ファクターを増加させるために追加のセルからＣＳＩ
－ＲＳを、インデックス４～７を有するリソース要素上の４ポートＣＳＩ－ＲＳおよびイ
ンデックス２ｊおよび２ｊ＋１を有するリソース要素上の２ポートＣＳＩ－ＲＳと共に送
信するために使用され、ここでｊは整数である、
　方法。
【請求項９】
直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）システムにおいてチャネル状態情報参照信号（ＣＳＩ－
ＲＳ）の送信のためにリソース要素を割り当てるように構成されているステーションであ
って、該ステーションは、
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　１つ以上のリソース要素を２次元周波数時間ドメインへ変換するように構成されている
変換ユニットと、
　該１つ以上の変換されたリソース要素を物理的なリソースブロック（ＰＲＢ）のユニッ
トへ分割するように構成されている分割ユニットと、
　１つ以上のリソース要素を該ＰＲＢの少なくとも一部に対して該ＣＳＩ－ＲＳの送信の
ためにパターン付けるように構成されているパターンユニットと
　を含み、
　セルごとのＣＳＩ－ＲＳリソース要素は、同一の２つのＯＦＤＭシンボル内に配置され
たＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペアとして、かつ、１つのＰＲＢにおける該２つのＯＦＤ
Ｍシンボル上の最も大きい副搬送波インデックスを有する該ＣＳＩ－ＲＳリソース要素の
ペアから下方へカウントして１番目、６番目および７番目の副搬送波のペアにおいて、該
ＰＲＢ内にパターン付けられる、ステーション。
【請求項１０】
請求項９のステーションであって、１つのＰＲＢの時間ドメイン次元は、１つのサブフレ
ームである、ステーション。
【請求項１１】
請求項９のステーションであって、該ステーションは、
　セル固有参照信号（ＣＲＳ）、物理的ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）および
復調参照信号（ＤＭＲＳ）のうちの少なくとも１つを含む規則的なダウンリンクサブフレ
ームにおける前記ＣＳＩ－ＲＳに前記１つ以上のリソース要素が利用可能かどうかに基づ
いて決定される１つ以上のリソース要素を使用して該ＣＳＩ－ＲＳを送信するように構成
されている送信器をさらに含む、ステーション。
【請求項１２】
請求項９のステーションであって、ＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペアが割り当てられ得る
前記同一の２つのＯＦＤＭシンボルは、１つのサブフレームのいずれかのスロットにおけ
るシンボル５およびシンボル６であるか、または１つのサブフレームの２番目のスロット
におけるシンボル２およびシンボル３である、ステーション。
【請求項１３】
請求項９のステーションであって、１つのＰＲＢにおける前記ＣＳＩ－ＲＳリソース要素
のペアの前記最も大きい副搬送波インデックスは、｛７，９，１１｝のいずれかの値であ
り得る、ステーション。
【請求項１４】
請求項９のステーションであって、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソース要素は、シンボル｛９，１０｝に割り当てられ、再利用ファ
クターは３であるか、または
　該ＣＳＩ－ＲＳリソース要素は、シンボル｛５，６｝、｛９，１０｝および｛１２，１
３｝に割り当てられ、再利用ファクターは５である、
　ステーション。
【請求項１５】
請求項９のステーションであって、各パターンにおけるＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥインデックス
配列は、時間ドメイン配列および周波数ドメイン配列により取られ得、ｉ番目のＣＳＩ－
ＲＳ　ＲＥの前記ＰＲＢ内のロケーションは、（ｋｉ，ｌｉ）により表され、０≦ｉ＜８
に対してｌｉ＝ｌ’＋（ｉ　ｍｏｄ２）により与えられ、０≦ｊ＜４に対して
【数２】

により与えられ、ここで（ｋ’，ｌ’）は、各ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンにおけ
る最大の副搬送波インデックスおよび最小のシンボルインデックスを有するＣＳＩ－ＲＳ
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リソース要素のロケーションである、ステーション。
【請求項１６】
請求項１５のステーションであって、
　あるセルのアンテナポートの数が８より少ない場合、前記ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパ
ターンにおけるインデックス０～３または０～１を有するリソース要素のサブセットは、
該ＣＳＩ－ＲＳを送信するための新しいＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンとして使用さ
れ、
　該ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンにおけるインデックス４～７または２～７を有す
るリソース要素は、パターン再利用ファクターを増加させるために追加のセルからＣＳＩ
－ＲＳを、インデックス４～７を有するリソース要素上の４ポートＣＳＩ－ＲＳおよびイ
ンデックス２ｊおよび２ｊ＋１を有するリソース要素上の２ポートＣＳＩ－ＲＳと共に送
信するために使用され、ここでｊは整数である、
　ステーション。
【請求項１７】
請求項９のステーションであって、該ステーションは、ベースステーションである、ステ
ーション。
【請求項１８】
非一時的なコンピューターで読取り可能な媒体であって、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ
）システムにおいてチャネル状態情報参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ）の送信のためにリソース
要素を割り当てる方法を実行するための命令を格納し、該方法は、
　１つ以上のリソース要素を２次元周波数時間ドメインへ変換することと、
　該１つ以上の変換されたリソース要素を物理的なリソースブロック（ＰＲＢ）のユニッ
トへ分割することと、
　１つ以上のリソース要素を該ＣＳＩ－ＲＳの送信のために該ＰＲＢの少なくとも一部に
対してパターン付けることと
　を含み、
　セルごとのＣＳＩ－ＲＳリソース要素は、１つのＰＲＢにおける２つのＯＦＤＭシンボ
ル上の最も大きい副搬送波インデックスを有する該ＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペアから
下方へカウントして１番目、６番目および７番目の副搬送波のペアにおいて、かつ、同一
の２つのＯＦＤＭシンボル内に配置されたＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペアとして、該Ｐ
ＲＢ内にパターン付けられる、媒体。
【請求項１９】
請求項１８のコンピューターで読取り可能な媒体であって、１つのＰＲＢの時間ドメイン
次元は、１つのサブフレームである、媒体。
【請求項２０】
請求項１８のコンピューターで読取り可能な媒体であって、前記方法は、
　セル固有参照信号（ＣＲＳ）、物理的ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）および
復調参照信号（ＤＭＲＳ）のうちの少なくとも１つを含む規則的なダウンリンクサブフレ
ームにおける前記ＣＳＩ－ＲＳに前記１つ以上のリソース要素が利用可能かどうかに基づ
いて決定される１つ以上のリソース要素を用いて、該ＣＳＩ－ＲＳを送信すること
　をさらに含む、媒体。
【請求項２１】
請求項１８のコンピューターで読取り可能な媒体であって、ＣＳＩ－ＲＳリソース要素の
ペアが割り当てられ得る前記同一の２つのＯＦＤＭシンボルは、１つのサブフレームのい
ずれかのスロットにおけるシンボル５およびシンボル６であるか、または１つのサブフレ
ームの２番目のスロットにおけるシンボル２およびシンボル３である、媒体。
【請求項２２】
請求項１８のコンピューターで読取り可能な媒体であって、１つのＰＲＢにおける前記Ｃ
ＳＩ－ＲＳリソース要素のペアの前記最も大きい副搬送波インデックスは、｛７，９，１
１｝のいずれかの値であり得る、媒体。
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【請求項２３】
請求項１８のコンピューターで読取り可能な媒体であって、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソース要素は、シンボル｛９，１０｝に割り当てられ、再利用ファ
クターは３であるか、または
　該ＣＳＩ－ＲＳリソース要素は、シンボル｛５，６｝、｛９，１０｝および｛１２，１
３｝に割り当てられ、再利用ファクターは５である、
　媒体。
【請求項２４】
請求項１８のコンピューターで読取り可能な媒体であって、各パターンにおけるＣＳＩ－
ＲＳ　ＲＥインデックス配列は、時間ドメイン配列および周波数ドメイン配列により取ら
れ得、ｉ番目のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの前記ＰＲＢ内のロケーションは、（ｋｉ，ｌｉ）に
より表され、０≦ｉ＜８に対してｌｉ＝ｌ’＋（ｉ　ｍｏｄ２）により与えられ、０≦ｊ
＜４に対して
【数３】

により与えられ、ここで（ｋ’，ｌ’）は、各ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンにおけ
る最大の副搬送波インデックスおよび最小のシンボルインデックスを有するＣＳＩ－ＲＳ
リソース要素のロケーションである、媒体。
【請求項２５】
請求項２４のコンピューターで読取り可能な媒体であって、
　あるセルのアンテナポートの数が８より少ない場合、前記ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパ
ターンにおけるインデックス０～３または０～１を有するリソース要素のサブセットは、
該ＣＳＩ－ＲＳを送信するための新しいＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンとして使用さ
れ、
　該ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンにおけるインデックス４～７または２～７を有す
るリソース要素は、パターン再利用ファクターを増加させるために追加のセルからＣＳＩ
－ＲＳを、インデックス４～７を有するリソース要素上の４ポートＣＳＩ－ＲＳおよびイ
ンデックス２ｊおよび２ｊ＋１を有するリソース要素上の２ポートＣＳＩ－ＲＳと共に送
信するために使用され、ここでｊは整数である、
　媒体。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願に対する相互参照）
　本願は、２０１０年２月２４日に出願された「ＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥＳＯＵＲＣＥ　ＡＬ
ＬＯＣＡＴＩＯＮ　ＩＮ　ＬＴＥ－ＡＤＶＡＮＣＥ　ＳＹＳＴＥＭＳ」というタイトルの
米国仮特許出願第６１／３０７，８０７と、２０１０年５月２７日に出願された「ＭＥＴ
ＨＯＤＳ　ＡＮＤ　ＳＹＳＴＥＭＳ　ＦＯＲ　ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩＯＮ　ＯＦ　ＣＳＩ
－ＲＳ　ＩＮ　ＬＴＥ－ＡＤＶＡＮＣＥ　ＳＹＳＴＥＭＳ」というタイトルの米国仮特許
出願第６１／３４９，１５３とに対する優先権を主張する。この両方の仮特許出願の内容
は、本明細書に、参照することで全体的に組み込まれている。
【０００２】
　（本発明の分野）
　本発明は一般にワイヤレスコミュニケーションに関し、より具体的にはチャネル状態情
報参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースをワイヤレスコミュニケーションシステムにおいて
割り当て、ＣＳＩ－ＲＳを送信する方法およびシステムに関する。
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【背景技術】
【０００３】
　（背景）
　ワイヤレスコミュニケーションシステムにおいて、ダウンリンク参照信号は、通常は、
マルチユーザスケジューリングに使用されるチャネル質測定のための参照と同様に、一貫
した復調に使用されるチャネル概算のための参照を提供するために生成される。ＬＴＥ　
Ｒｅｌ－８仕様書において、セル固有参照信号（ＣＲＳ）と呼ばれる１つの単一のタイプ
のダウンリンク参照フォーマットは、チャネル概算とチャネル質測定の両方に対して定義
される。Ｒｅｌ－８　ＣＲＳの特徴は、使用者機器（ＵＥ）が実際に必要な複数のイン、
複数のアウト（ＭＩＭＯ）チャネルランクに関わらず、ベースステーションが、ＭＩＭＯ
層／ポートの最大数に基づいた全てのＵＥにＣＲＳを常に放送し得ることを含む。
【０００４】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８システムにおいて、送信時間は１０ｍｓ長のフレームの
ユニットに分割され、さらにサブフレーム＃０からサブフレーム＃９まで名付けられた１
０のサブフレームに均等に分割される。ＬＴＥ周波数分割複信（ＦＤＤ）システムは、各
フレームに１０の連続したダウンリンクサブフレームおよび１０の連続したアップリンク
サブフレームを有す一方で、ＬＴＥ時間分割複信（ＴＤＤ）システムは、複数のダウンリ
ンク－アップリンク割り当てを有し、そのダウンリンクおよびアップリンクサブフレーム
指定は表１に与えられる。ここでは、Ｄ、Ｕ、Ｓという文字は、対応するサブフレームを
表し、それぞれダウンリンクサブフレーム、アップリンクサブフレーム、サブフレームの
最初の部分におけるダウンリンク送信およびサブフレームの最後の部分におけるアップリ
ンク送信を含む特別なサブフレームを参照する。
【０００５】
【表１】

　ＬＴＥの１つのシステム構成例（通常サイクルプレフィクスまたは通常ＣＰと呼ばれる
）において、各サブフレームは、０から１３のインデックスを有する１４の均等持続時間
シンボルを含む。１つの時間シンボル内の全バンド幅までの周波数ドメインリソースは、
副搬送波に分割される。１つの物理的なリソースブロック（ＰＲＢ）は、長方形の２－Ｄ
周波数時間リソースエリアに対して定義され、例えば図２に示されるように、周波数ドメ
インに対して１２の連続的な副搬送波、時間ドメインに対して１つのサブフレームをカバ
ーし、１２＊１４＝１６８のリソース要素（ＲＥ）を有する。加えて、各サブフレームは
、また、２つの等しい長さのスロットを有し得、各スロットは７のＯＦＤＭシンボルを含
む。通常のＣＰ構成において、ＯＦＤＭシンボルはスロットごとにインデックスが付され
、ここでシンボルインデックスは０から６までである。ＯＦＤＭシンボルは、また、サブ
フレームごとにインデックが付され、ここでシンボルインデックスは０から１３までであ
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る。
【０００６】
　各通常のサブフレームは２つの部分、ＰＤＣＣＨ（物理的ダウンリンク制御チャネル）
領域およびＰＤＳＣＨ（物理的ダウンリンク共有チャネル）領域に分割される。ＰＤＣＣ
Ｈ領域は通常、サブフレームごとの最初のいくつかのシンボルを占め、ハンドセット特定
制御チャネルを搬送する。ＰＤＳＣＨ領域は、サブフレームの残りを占め、汎用トラフィ
ックを搬送する。ＬＴＥシステムは、以下のダウンリンク送信が義務的であることを要求
する。
【０００７】
　一次同期信号（ＰＳＳ）および二次同期信号（ＳＳＳ）：これら２つの信号は、全ての
フレームで繰り返し、ＵＥが始動した後、最初の同期およびセル識別検知のために役立つ
。ＰＳＳの送信は、通常のＣＰを有するＦＤＤシステムに対してサブフレーム｛０，５｝
のシンボル＃６および、ＴＤＤシステムに対してサブフレーム｛１，６｝のシンボル＃２
で発生する。ＳＳＳの送信は、通常のＣＰを有するＦＤＤに対してサブフレーム｛０，５
｝のシンボル＃５および、通常のＣＰを有するＴＤＤに対してサブフレーム｛０，５｝の
シンボル＃１３で発生する。
【０００８】
　物理的放送チャネル（ＰＢＣＨ）：ＰＢＣＨも全てのフレームで繰り返し、不可欠なセ
ル情報の放送のために機能する。その送信は、サブフレーム＃０の４つのシンボル｛７～
１０｝に対して発生する。
【０００９】
　セル固有参照信号（ＣＲＳ）：ＣＲＳは、ダウンリンク信号強度測定および同一のリソ
ースブロックのＰＤＳＣＨの一貫した復調のために機能する。また、ＰＳＳおよびＳＳＳ
になされたセル識別の照合のために使用されることもある。ＣＲＳ送信は、各通常のサブ
フレームにおいて同一のパターンを有し、通常のＣＰサブフレームの４つの送信アンテナ
ポートの最大数を有するシンボル｛０，１，４，７，８，１１｝上に発生する。各ＣＲＳ
シンボルは、図２に示されるように、周波数ドメインにおいてリソースブロック次元ごと
のポートごとの２つのＣＲＳ副搬送波を搬送する。
【００１０】
　システム情報ブロック（ＳＩＢ）：ＳＩＢは、ＰＢＣＨに対して送信されない放送情報
である。全てのハンドセットにより復号化される特定ＰＤＳＣＨで搬送される。ＬＴＥに
おいて複数のタイプのＳＩＢがあり、ＳＩＢタイプ１（ＳＩＢ１）を除いて、ほとんどが
構成的により長い送信サイクルを有する。ＳＩＢ１は全ての均等なフレームのサブフレー
ム＃５でスケジュール固定されている。ＳＩＢは、対応するＰＤＣＣＨに与えられたシス
テム情報ラジオネットワーク一時識別子（ＳＩ－ＲＮＴＩ）により識別されたＰＤＳＣＨ
において送信される。
【００１１】
　ページングチャネル（ＰＣＨ）：ページングチャネルは、アイドルモードのハンドセッ
トをアドレスするため、またはＳＩＢにおける内容改変のようなシステムワイドなイベン
トをハンドセットに知らせるために使用される。ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８において、ＰＣＨは
、ＦＤＤに対する｛９｝、｛４，９｝および｛０，４，５，９｝およびＴＤＤに対する｛
０｝、｛０，５｝、｛０，１，５，６｝からの構成選択セットからの任意のサブフレーム
に送られ得る。ＰＣＨは、対応するＰＤＣＣＨに与えられたページングＲＮＴＩ（Ｐ－Ｒ
ＮＴＩ）により識別されたＰＤＳＣＨにおいて送信される。
【００１２】
　ＳＩＢおよびＰＣＨが、少なくとも６つのＰＲＢである全周波数バンド幅内の任意の部
分において送信され得る一方で、ＰＳＳ／ＳＳＳ／ＰＢＣＨは、周波数ドメインにおける
６つの中央ＰＲＢ内で送信されることが注記される。
【００１３】
　図２に示される通常のサブフレームに加えて、ＬＴＥシステムは、また、１つの特別な
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サブフレームタイプ－単一周波数ネットワークを介したマルチメディア放送（ＭＢＳＦＮ
）サブフレームを定義する。このタイプのサブフレームは、通常のデータトラフィックお
よびＣＲＳをＰＤＳＣＨ領域から除外するために定義される。換言すると、このタイプの
サブフレームは、例えば、ゼロ送信領域を識別するために、ベースステーションにより使
用され得、ハンドセットはこの領域内のＣＲＳを検索しようとしない。ＦＤＤにおけるダ
ウンリンクサブフレーム｛１，２，３，６，７，８｝およびＴＤＤにおけるダウンリンク
サブフレーム｛３，４，７，８，９｝は、ＭＢＳＦＮサブフレームとして構成され得る。
本開示において、これらのサブフレームはＭＢＳＦＮ使用可能サブフレームと名付けられ
、一方で残りのダウンリンクサブフレームは非ＭＢＳＦＮ使用可能サブフレームと呼ばれ
得る。不可欠なダウンリンク信号および上記で述べたチャネル（例えば、ＰＳＳ／ＳＳＳ
、ＰＢＣＨ、ＳＩＢおよびＰＣＨ）のほとんどは非ＭＢＳＦＮ使用可能サブフレームで送
信される。
【００１４】
　サポートされたアンテナポート（８まで）の多大な数に起因して、３ＧＰＰ　ＬＴＥは
Ｒｅｌ－８からＲｅｌ－１０（またＬＴＥ－ａｄｖａｎｃｅまたはＬＴＥ－Ａと呼ばれる
）へ発展したが、全てのポート上にＣＲＳのような参照信号を供給するためには多大な製
造間接費がかかり得る。ダウンリンク参照信号役割を以下の異なるＲＳ信号送信に分離す
ることが合意される。
【００１５】
　復調参照信号（ＤＭＲＳ）：このタイプのＲＳは、一貫したチャネル概算のために使用
され、十分な密度を有し、ＵＥごとに送られるべきである。
【００１６】
　チャネル状態情報参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ）：このタイプのＲＳは、全てのＵＥによる
チャネル質測定のために使用され、周波数時間ドメインに対してインプリメントされ得る
。
【００１７】
　以下のことが３ＧＰＰ標準体において同意される。各ＰＲＢにおけるＤＭＲＳパターン
は、図２に示されるように２４ＲＥに配置されるように決定されること；ＣＳＩ－ＲＳ　
ＲＥはＰＤＣＣＨおよびＲｅｌ－８　ＣＲＳを搬送するシンボルに割り当てられ得ないこ
と（つまり、ＣＳＩ－ＲＳは、図２で、「アンテナポートｋ上のＣＲＳ　ＲＥ」および「
ＣＲＳシンボル上のＤａｔａ　ＲＥ」と名付けられたシンボル上のＲＥに割り当てられ得
ないこと）；ＣＳＩ－ＲＳは、Ｒｅｌ－８　ＵＥによりＰＳＳ／ＳＳＳまたはＰＢＣＨと
解釈されないリソース要素に挿入され得るに過ぎないこと；同一のＣＳＩ－ＲＳパターン
が非ＭＢＳＦＮサブフレームとＭＢＳＦＮサブフレーム間で望まれること。換言すれば、
ＣＳＩ－ＲＳパターンは、非ＭＢＳＦＮサブフレームで利用可能なリソースに基づいてデ
ザインされること；セルごとのＣＳＩ－ＲＳ送信サイクルは、５ｍｓの整数倍であり、セ
ルごとの全てのポートに対するＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥのサイクルごとの送信は、単一のサブ
フレーム内で実行されること；ＮＡＮＴはセルごとのＣＳＩ－ＲＳアンテナポートの数と
して示されること。ＣＳＩ－ＲＳの平均密度はＮＡＮＴ∈｛２，４，８｝に対するＰＲＢ
ごとのアンテナポートごとの１つのＲＥであること。
【００１８】
　これらの合意に基づいて、本開示は、以下の説明を考慮して明らかになる他の特徴の中
で、ＣＳＩ－ＲＳ信号を割り当てるさらなる原理と方法を提供する。ソフトウェアおよび
ハードウェアにおけるセル識別方法の、これらおよび他のインプリメンテーションおよび
例は、添付の図面および詳細な説明でさらに詳細に説明される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　（発明の概要）
　本明細書で開示される実施形態は、添付の図面に関連してみたとき、以下の詳細な説明
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を参照することにより容易に明らかとなる追加の特徴を提供することとならび、先行技術
で示された１つ以上の課題に関する問題を解決することに関する。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本発明の１つの実施形態は、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）システムにおいて、チャ
ネル状態情報参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ）の送信のためにリソース要素を割り当てる方法に
関する。方法は、１つ以上のリソース要素を２次元周波数時間ドメインへ変換すること；
１つ以上の変換されたリソース要素を物理的なリソースブロック（ＰＲＢ）のユニットへ
分割することを含む。１つ以上のリソース要素は、ＣＳＩ－ＲＳの送信のためにＰＲＢの
少なくとも一部に対してパターン付けられる。さまざまな実施形態に従って、方法は、セ
ル固有参照信号（ＣＲＳ）、物理的ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）および復調
参照信号（ＤＭＲＳ）のうちの少なくとも１つを含む規則的なダウンリンクサブフレーム
におけるＣＳＩ－ＲＳに、１つ以上のリソース要素が利用可能かどうかに基づいて決定さ
れる１つ以上のリソース要素を使用して、ＣＳＩ－ＲＳを送信することを含み得る。実施
形態に従って、共通セルに対して同一の副搬送波インデックスを有するＣＳＩ－ＲＳリソ
ース要素は、コード分割多重（ＣＤＭ）であり、ＣＤＭ次元は、共通セルに対して同一の
副搬送波インデックスを有するＣＳＩ－ＲＳリソース要素の数に等しい。
【００２１】
　別の実施形態は、ＯＦＤＭシステムにおいて、ＣＳＩ－ＲＳの送信のためにリソース要
素を割り当てるように構成されているステーションに関する。ステーションは、１つ以上
のリソース要素を２次元周波数時間ドメインに変換するように構成されている変換ユニッ
ト；１つ以上の変換されたリソース要素を物理的なリソースブロック（ＰＲＢ）のユニッ
トへ分割するように構成されている分割ユニット；１つ以上のリソース要素をＣＳＩ－Ｒ
Ｓの送信のためにＰＲＢの少なくとも一部に対してパターン付けるように構成されている
パターンユニットを含み得る。ある実施形態に従って、ステーションはベースステーショ
ンである；しかし任意のステーション（例えばモバイルステーション）が前述の特徴を同
様に実行し得る。
【００２２】
　さらに別の実施形態は、ＣＳＩ－ＲＳの送信のためにＯＦＤＭシステムにおいてリソー
ス要素を割り当てる方法を実行するための命令を媒体上へ格納する非一時的な、コンピュ
ーターで読取り可能な媒体に関する。方法は、１つ以上のリソース要素を２次元周波数時
間ドメインへ変換すること；１つ以上の変換されたリソース要素を物理的なリソースブロ
ック（ＰＲＢ）のユニットへ分割することを含む。１つ以上のリソース要素は、ＣＳＩ－
ＲＳの送信のためにＰＲＢの少なくとも一部に対してパターン付けられる。
【００２３】
　本発明のさまざまな実施形態の構造と作動にならび、本発明のさらなる特徴および利点
が、添付の図面に関して下記で詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
　（図面の簡単な説明）
　本発明のさまざまな例示的な実施形態が、以下の図に関して下記で詳細に説明される。
図面は、描写の目的のみのために提供され、本発明の例示的な実施形態を描写するに過ぎ
ない。これらの図面は、読者の本発明の理解を促進するために提供され、本発明の幅、範
囲または適用可能性を限定すると考えられるべきではない。描写の明確性および容易さの
ため、これらの図面は必ずしも一定の縮尺比で描かれてはいないことは注記されるべきで
ある。
【図１】図１は、本発明の１つの実施形態に従って、送信および送信を受信する例示的な
ワイヤレスコミュニケーションシステムを示す。
【図２】図２は、本発明の１つの実施形態に従って、ＣＲＳおよびＤＭＲＳを有する物理
的なリソースブロックを描写する。
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【図３Ａ】図３Ａは、本発明の１つの実施形態に従って、例示的なＣＳＩ－ＲＳのセルご
とのパターン（タイプ１）である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、本発明の１つの実施形態に従って、例示的なＣＳＩ－ＲＳのセルご
とのパターン（タイプ２）である。
【図４Ａ】図４Ａは、本発明の１つの実施形態に従って、３つのうちの１つの再利用ファ
クターを有する例示的なＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターン（タイプ１）である。
【図４Ｂ】図４Ｂは、本発明の１つの実施形態に従って、３つのうちの１つの再利用ファ
クターを有する例示的なＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターン（タイプ２）である。
【図５】図５は、本発明の１つの実施形態に従って、５つのうちの１つの再利用ファクタ
ーを有する例示的なＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンである。
【図６】図６は、本発明の１つの実施形態に従って、６つのうちの１つの再利用ファクタ
ーを有する例示的なＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンである。
【図７Ａ】図７Ａは、本発明の１つの実施形態に従って、ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパタ
ーン（タイプ１）ＲＥ配列のための２つの例示的オプションを提供する。
【図７Ｂ】図７Ｂは、本発明の１つの実施形態に従って、ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパタ
ーン（タイプ２）ＲＥ配列のための２つの例示的オプションを提供する。
【図７Ｃ】図７Ｃは、本発明の１つの実施形態に従って、ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパタ
ーン（タイプ３）ＲＥ配列のための２つの例示的オプションを提供する。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　（例示的実施形態の詳細な説明）
　以下の説明は、当業者が本発明を作製および使用することを可能にするために示される
。特定のデバイス、技術および用途の説明は、例としてのみ提供される。本明細書で説明
される例に対するさまざまな改変が、当業者にとっては容易に明確になり、本明細書で定
義される一般原則は、本発明の精神および範囲を逸脱することなしに、他の例および応用
に適用され得る。そのため、本発明は本明細書で説明され、示される例に限定する意図で
はなく、特許請求の範囲に矛盾しない範囲に従う。
【００２６】
　「例示的」という言葉は、本明細書では「例または実例としてふるまう」ことを意味す
るために使用される。本明細書で「例示的」として説明される任意の側面またはデザイン
は、他の側面またはデザインに対して好ましいかまたは好都合であると必ずしも解釈され
ない。
【００２７】
　ここで主題の技術の側面を詳細に参照すると、その例は添付の図に描写されていて、類
似の参照番号は一貫して類似の要素に言及している。
【００２８】
　本明細書で開示される処理におけるステップの特定の順または階層は、例示的アプロー
チの一例であることは理解されるべきである。デザインの好ましさに基づいて、処理にお
けるステップの特定の順または階層は、本発明の範囲内に維持される一方で、再アレンジ
され得ることは理解されるべきである。添付の方法は、サンプルの順におけるさまざまな
ステップの本要素を主張し、示される特定の順または階層に限定される意味ではない。
【００２９】
　図１は、本発明の一実施形態に従って、送信および送信を受信する例示的ワイヤレスコ
ミュニケーションシステム１００を示す。システム１００は、本明細書で詳細に説明する
必要がない公知または従来の作動特徴をサポートするように構成されているコンポーネン
トおよび要素を含み得る。システム１００は一般的に、ベースステーショントランシーバ
ーモジュール１０３、ベースステーションアンテナ１０６、ベースステーションプロセッ
サモジュール１１６およびベースステーションメモリモジュール１１８を有するベースス
テーション１０２を備える。システム１００は一般的に、モバイルステーショントランシ
ーバーモジュール１０８、モバイルステーションアンテナ１１２、モバイルステーション
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メモリモジュール１２０、モバイルステーションプロセッサモジュール１２２およびネッ
トワークコミュニケーションモジュール１２６を有するモバイルステーション１０４を備
える。当然、ベースステーション１０２とモバイルステーション１０４の両方は、本発明
の範囲を逸脱することなしに、追加または代替のモジュールを含み得る。さらに、１つだ
けのベースステーション１０２および１つだけのモバイルステーション１０４が例示的シ
ステム１００において示されているが、任意の数のベースステーション１０２およびモバ
イルステーション１０４が含まれ得る。
【００３０】
　システム１００のこれらおよび他の要素は、データコミュニケーションバス（例えば、
１２８、１３０）または任意の適切な相互接続配列を用いて、一緒に相互接続され得る。
そのような相互接続は、ワイヤレスシステム１００のさまざまな要素間のコミュニケーシ
ョンを促進する。当業者は、本明細書で開示される実施形態に関連して説明される、さま
ざまな例示的ブロック、モジュール、回路および処理ロジックが、ハードウェア、コンピ
ューター読取り可能なソフトウェア、ファームウェアまたはそれらの任意の実用的な組み
合わせにおいてインプリメントされ得ることを理解する。ハードウェア、ファームウェア
およびソフトウェアのこの交換可能性および互換性を明確に描写するために、さまざまな
例示的コンポーネント、ブロック、モジュール、回路およびステップが、一般的にその機
能性の点から説明される。そのような機能性がハードウェア、ファームウェアまたはソフ
トウェアとしてインプリメントされるかどうかは、システム全体に課された特定の用途お
よびデザイン制限に依存する。本明細書で説明される概念に精通する者は、そのような機
能性を各特定の用途に対して適切な方法でインプリメントし得るが、そのようなインプリ
メンテーションの決定は、本発明の範囲からの逸脱を生じさせるものとして解釈されるべ
きではない。
【００３１】
　例示的システム１００において、ベースステーショントランシーバー１０３、モバイル
ステーショントランシーバー１０８は、それぞれ、送信器モジュールおよび受信器モジュ
ール（示されていない）を備える。加えて、この図には示されていないが、当業者は、送
信器が１つより多くの受信器に送信し得ることと、複数の送信器が同一の受信器に送信し
得ることとを認識する。ＴＤＤシステムにおいて、送信から受信へ、およびその逆の移行
に対して保護するためのガードバンドとして、送信および受信のタイミングギャップが存
在する。
【００３２】
　図１に描写される特定の例示的システムにおいて、「アップリンク」トランシーバー１
０８は、アンテナをアップリンク受信器と共有する送信器を含む。デュプレックススイッ
チは、アップリンク送信器またはアップリンク受信器を時間二重方式（ｔｉｍｅ　ｄｕｐ
ｌｅｘ　ｆａｓｈｉｏｎ）で交互にアップリンクアンテナに連結し得る。同様に、「ダウ
ンリンク」トランシーバー１０３は、ダウンリンクアンテナをダウンリンク送信器と共有
する受信器を含む。ダウンリンクデュプレックススイッチは、ダウンリンク送信器または
ダウンリンク受信器を時間二重方式で交互にダウンリンクアンテナに連結し得る。
【００３３】
　モバイルステーショントランシーバー１０８およびベースステーショントランシーバー
１０３は、ワイヤレスデータコミュニケーションリンク１１４を介してコミュニケーショ
ンするように構成されている。モバイルステーショントランシーバー１０８およびベース
ステーショントランシーバー１０２は、特定のワイヤレスコミュニケーションプロトコル
および変調スキームをサポートし得る、適切に構成されたＲＦアンテナ配列１０６／１１
２と協同する。例示的実施形態において、モバイルステーショントランシーバー１０８お
よびベースステーショントランシーバー１０２はＴｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐ
ａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（３
ＧＰＰ　ＬＴＥ）、Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒ
ｏｊｅｃｔ　２　Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（３Ｇｐｐ２　ＵＭＢ
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）、Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ－Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏ
ｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）およびＷｉｒｅｌｅｓｓ　Ｉ
ｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ（ＷｉＭ
ＡＸ）などのような産業基準をサポートするように構成されている。モバイルステーショ
ントランシーバー１０８およびベースステーショントランシーバー１０２は、８０２．１
６ｅ、８０２．１６ｍなどのようなＩＥＥＥ　８０２．１６の今後のバリエーションを含
む、代替または追加のワイヤレスデータコミュニケーションプロトコルをサポートするよ
うに構成され得る。
【００３４】
　ある実施形態に従って、ベースステーション１０２は、ラジオリソース指定および割り
当てを制御し、モバイルステーション１０４は、分配プロトコルを復号化し、解釈するよ
うに構成されている。例えば、複数のモバイルステーション１０４が、１つのベースステ
ーション１０２により制御される同一のラジオチャンネルを共有しているシステムにおい
て、そのような実施形態が採用される。しかし、代替の実施形態において、モバイルステ
ーション１０４は特定のリンクに対するラジオリソースの分配を制御し、本明細書で説明
されるようなラジオリソースコントローラーまたは分配器の役割をインプリメントし得る
。
【００３５】
　プロセッサモジュール１１６／１２２は、汎用プロセッサ、コンテントアドレッサブル
メモリ、デジタル信号プロセッサ、特定用途向け集積回路、フィールドプログラマブルゲ
ートアレイ、任意の適切なプログラマブルロジックデバイス、不連続ゲートまたはトラン
ジスタロジック、不連続ハードウェアコンポーネント、または本明細書で説明される機能
を行うようにデザインされたそれらの任意の組み合わせと共に、インプリメントまたは実
現され得る。この方法で、プロセッサは、マイクロプロセッサ、コントローラー、マイク
ロコントローラー、ステートマシーンなどとして実現され得る。プロセッサは、例えばデ
ジタル信号プロセッサおよびマイクロプロセッサ、複数のマイクロプロセッサ、デジタル
信号プロセッサコアに関連した１つ以上のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのよ
うな構成の組み合わせのようなコンピュータデバイスの組合せとして、また、インプリメ
ントされ得る。プロセッサモジュール１１６／１２２は、システム１００の作動に関連付
けられた機能、技術および処理タスクを実行するように構成されている処理ロジックを備
える。特に、処理ロジックは、本明細書で説明されるフレームストラクチャーパラメータ
をサポートするように構成されている。実用的な実施形態において、処理ロジックは、ベ
ースステーションに常駐であり得るか、かつ／またはベースステーショントランシーバー
１０３とコミュニケーションするネットワークアーキテクチャーの一部であり得る。
【００３６】
　本明細書で開示される実施形態に関連して説明される方法またはアルゴリズムのステッ
プは、ハードウェア、ファームウェア、プロセッサモジュール１１６／１２２により実行
されるソフトウェアモジュールまたはそれらの任意の実用的な組み合わせにおいて直接実
施され得る。ソフトウェアモジュールはメモリモジュール１１８／１２０に常駐し得、メ
モリモジュールはＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、
ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスター、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯ
Ｍ、または当業者に公知の任意の他の格納媒体の形態として実現され得る。これに関して
、メモリモジュール１１８／１２０は、プロセッサモジュール１１６／１２０がメモリモ
ジュール１１８／１２０から情報を読み込め、かつ情報を書き込めるように、プロセッサ
モジュール１１８／１２２にそれぞれ連結され得る。例として、プロセッサモジュール１
１６、メモリモジュール１１８、プロセッサモジュール１２２およびメモリモジュール１
２０は、それぞれのＡＳＩＣに常駐し得る。メモリモジュール１１８／１２０は、また、
プロセッサモジュール１１６／１２０に統合され得る。実施形態において、メモリモジュ
ール１１８／２２０は、プロセッサモジュール１１６／２２２により実行される命令の実
行の間、一時的な変数または他の中間情報を格納するためのキャッシュメモリを含み得る
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。メモリモジュール１１８／１２０は、また、プロセッサモジュール１１６／１２０によ
り実行される命令を格納するための不揮発性のメモリを含み得る。
【００３７】
　メモリモジュール１１８／１２０は、本発明の例示的実施形態に従って、フレームスト
ラクチャーデータベース（示されていない）を含み得る。フレームストラクチャーパラメ
ータデータベースは、下記で説明される方法で、システム１００の機能性をサポートする
のに必要なものとしてデータを格納、維持および提供するように構成され得る。さらに、
フレームストラクチャーデータベースは、プロセッサ１１６／１２２に連結されたローカ
ルデータベースであり得るか、または例えばリモートデータベース、中心ネットワークデ
ータベースなどであり得る。フレームストラクチャーデータベースは、制限なく、下記で
説明されるようにフレームストラクチャーパラメータを維持するように構成され得る。こ
の方法により、フレームストラクチャーデータベースは、フレームストラクチャーパラメ
ータを格納する目的のためのルックアップテーブルを含み得る。
【００３８】
　ネットワークコミュニケーションモジュール１２６は、一般的に、ハードウェア、ソフ
トウェア、ファームウェア、処理ロジック、および／またはベースステーショントランシ
ーバー１０３とベースステーショントランシーバー１０３が接続されているネットワーク
コンポーネントとの間の２方向コミュニケーションを可能にするシステム１００の他のコ
ンポーネントを表す。例えば、ネットワークコミュニケーションモジュール１２６は、イ
ンターネットまたはＷｉＭＡＸトラフィックをサポートするように構成され得る。典型的
な配置において、ネットワークコミュニケーションモジュール１２６は、ベースステーシ
ョントランシーバー１０３が、コンピューターネットワークに基づいた従来のＥｔｈｅｒ
ｎｅｔ（登録商標）とコミュニケーションし得るために、制限なしに８０２．３　Ｅｔｈ
ｅｒｎｅｔ（登録商標）インターフェイスを提供する。この方法により、ネットワークコ
ミュニケーションモジュール１２６は、コンピューターネットワーク（例えばモバイルス
イッチングセンター（ＭＳＣ））に接続するための物理的なインターフェイスを含み得る
。
【００３９】
　本開示で説明される機能は、ベースステーション１０２またはモバイルステーション１
０４のどちらかにより実行され得ることが注記される。モバイルステーション１０４は、
携帯電話のような任意の使用者デバイスであり得、モバイルステーションはまた、ＵＥと
呼ばれ得る。
【００４０】
　本明細書で開示される実施形態は、特定の用途を有するが、第４世代ワイヤレスシステ
ムの候補の１つであるＬｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）システムに限
定されない。本明細書で説明される実施形態は、例えば図３Ａおよび図３Ｂで示されるよ
うな、さまざまなＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンを提供する。これらＣＳＩ－ＲＳの
セルごとのパターンの各々は、さまざまな実施形態に従って、１つの単一のセルに所属し
得る８つのＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥのレイアウトを示す。
【００４１】
　図３Ａおよび図３Ｂにおいて、同一のセルに所属するＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥは、同一のパ
ターンにマークされる。本発明の範囲から逸脱することなしに、任意の多重放送スキーム
が、これらのパターンの各々に対して許容されることは注記されるべきである。例えば、
ＦＤＭ＋ＴＤＭ多重放送において、各ＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥは、１つだけのＣＳＩ－ＲＳア
ンテナポートにより使用され得る。ＣＤＭ＋ＦＤＭ（またＣＤＭ－Ｔを示す）多重放送に
おいて、同一のセルに対して同一の副搬送波インデックスを有するＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥは
、多重放送されたＣＤＭであり得、ＣＤＭ寸法は、同一の単一のセルに対して同一の副搬
送波インデックスを有するＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの数に等しい。例示的な目的のため、ＣＤ
Ｍ寸法はＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンタイプ１（図３Ａに示される）およびタイプ
２（図３Ｂに示される）に対して２であり得るか、または他のＣＳＩ－ＲＳのセルごとの
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パターンに対して４であり得る。
【００４２】
　これらＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンに基づき、ＰＲＢごとの異なるＣＳＩ－ＲＳ
パターンが築かれ得る。まず、ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンタイプ１とタイプ２の
両方が、例えば、図４Ａおよび図４Ｂに示されるように１つのサブフレームのシンボル｛
９、１０｝だけに適用され得る。この場合、再利用ファクターは３に等しい（つまり、３
つの異なるセルが、互いが単一のサブフレームで重複することなしに多重放送され得る）
。一方で、この特定のパターンで、周波数ドメインシフトを実行することが可能である。
この周波数ドメインシフトオフセットはＰＣＩＤモジュロ３に関連し得、ＰＣＩＤは、Ｌ
ＴＥ　Ｒｅｌ－８で提供されるセル識別を表す整数である。より具体的には、セル識別に
従った周波数ドメインシフトは以下で与えられ得る。
【００４３】
　１つのＰＲＢ内でＣＳＩ－ＲＳを搬送するＲＥに対応する副搬送波インデックスとして
ｋを仮定すると、ｋ＝ｍ・（ＰＣＩＤｍｏｄ３）＋ｋ０であり、ここで：
　ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンタイプ１に対して、ｍ＝１およびｋ０∈｛０，３，
６，９｝；
　ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンタイプ２に対して、ｍ＝２およびｋ０∈｛０，１，
６，７｝である。
【００４４】
　例えば、図３ＡでＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンタイプ１および、例えば、図４Ａ
でＣＳＩ－ＲＳのＰＲＢごとのパターンにより示されるように、１つのＰＲＢでＣＳＩ－
ＲＳのセルごとのパターンタイプ２内の最も左上のＲＥのＲＥロケーションが（ｋ’，ｌ
’）により示され得る場合、０≦ｋ’＜１２はＰＲＢ内の副搬送波インデックスであり、
ｌ’はサブフレーム内の時間シンボルインデックスであり、次いで同一のＣＳＩ－ＲＳの
セルごとのパターンタイプ２に所属する全てのＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥに対する１つのＰＲＢ
のＲＥロケーションは（ｋ，ｌ）により表され、ｋ＝ｋ’＋Δｋで与えられ得る。ここで
、Δｋ∈｛０，－３，－６，－９｝およびｌ＝ｌ’＋Δｌであり、Δｌ∈｛０，１｝であ
る。
【００４５】
　ＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥロケーションと、対応するＲＥインデックス間の関係は、さらに具
体化され得る。例えば、図７Ａの左側の図に分類されたｉ番目のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥのＰ
ＲＢにおけるロケーションが（ｋｉ，ｌｉ）により表され得ると仮定すると、０≦ｉ＜８
に対してｌｉ＝ｌ’＋（ｉｍｏｄ２）であり、０≦ｊ＜４に対して
【００４６】
【数１】

である。
【００４７】
　次に、ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンタイプ２は、例えば、図５に示されるように
ＣＳＩ－ＲＳのＰＲＢごとのパターンを築くために単独で使用され得る。この特定の実施
形態において、ＣＳＩ－ＲＳのパターン再利用ファクターは５に等しい。
【００４８】
　図３ＢのＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンタイプ２および図５のＣＳＩ－ＲＳのＰＲ
Ｂごとのパターンにより示されるように、１つのＰＲＢにおけるＣＳＩ－ＲＳのセルごと
のパターンタイプ２内の最も左上のＲＥのＲＥロケーションが（ｋ’，ｌ’）で表される
場合、０≦ｋ’＜１２はＰＲＢ内の副搬送波インデックであり、ｌ’は１つのサブフレー
ム内の時間シンボルインデックスであり、次いで、同一のＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパタ
ーンタイプ２に所属する全てのＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥに対する１つのＰＲＢのＲＥロケーシ
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ョンは（ｋ，ｌ）により表され、ｋ＝ｋ’＋Δｋで与えられ得、ここでΔｋ∈｛０，－１
，－６，－７｝およびｌ＝ｌ’＋Δｌであり、Δｌ∈｛０，１｝である。
【００４９】
　ＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥロケーションと、対応するＲＥインデックス間の関係は、さらに具
体化され得る。例えば、図７Ｂの左側の図に分類されたｉ番目のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥのＰ
ＲＢにおけるロケーションが（ｋｉ，ｌｉ）により表され得ると仮定すると、次いで０≦
ｉ＜８に対してｌｉ＝ｌ’＋（ｉｍｏｄ２）であり、０≦ｊ＜４に対して
【００５０】
【数２】

である。
【００５１】
　加えて、図５でＣＳＩ－ＲＳのＰＲＢごとのパターンにより示されるように、５つのＣ
ＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンタイプ２は１つのＰＲＢにフィットし得るが、これら５
つの（ｋ’，ｌ’）の可能な値は｛（９，５），（９，１２），（１１，９），（９，９
），（７，９）｝により具体化され得る。ｌ’がサブフレームの代わりにスロットごとの
時間シンボルインデックスの場合、これら５つの（ｋ’，ｌ’）の可能な値は｛（９，５
），（９，５），（１１，２），（９，２），（７，２）｝により具体化され得る。
【００５２】
　加えて、ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンタイプ２は、図６に示されるようなＣＳＩ
－ＲＳのＰＲＢごとのパターンを築くために一緒に使用され得る。ＣＳＩ－ＲＳのパター
ン再利用ファクターは６に等しい。図６に示される、このＣＳＩ－ＲＳのパターンは、２
層同一周波数システムにおいて特定の用途を有し、ここで異なる層上のセルは概略で異な
るセルサイズを有す。そのような異成分から成るネットワークシナリオにおいて、異なる
層上のセルは、例えば、図６（再利用ファクター＝３）において異なるＣＳＩ－ＲＳのセ
ルごとのパターンを採用し得るか、または図６（再利用ファクター＝６）において任意の
ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンを採用し得る。ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンタ
イプ３に対して、図６に示されるようにＰＲＢに適用されるも、ＣＳＩ－ＲＳのセルごと
のパターン２なし（そのため再利用ファクターは３のみ）の場合、周波数ドメインシフト
も可能であり得る。ｋを１つのＰＲＢ内のＣＳＩ－ＲＳを搬送するＲＥに対応する副搬送
波インデックスとして仮定すると、次いで、ｋ＝ｍ・（ＰＣＩＤｍｏｄ３）＋ｋ０であり
、ここで、ｍ＝１およびｋ０∈｛２，７｝である。
【００５３】
　各セルごとのパターンにおけるＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥインデックス配列は、図７Ａ～図７
Ｃに示されるように、最初に時間ドメイン配列によりなされ得、続いて周波数ドメイン配
列によりなされ得るか、またはその逆によりなされ得る。あるセルのアンテナポートの数
が例えば８より少ないとき（つまり４または２に等しい）、ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパ
ターンタイプ１～３で０～３または０～１に所属するＲＥインデックスのＲＥのサブセッ
トが、４または２のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥを搬送するための新しいＣＳＩ－ＲＳのセルごと
のパターンとして使用され得る。オリジナルのセルごとのパターンで４～７または２～７
に所属するＲＥインデックスのＲＥの残りは、さまざまな実施形態に従って、追加のセル
がパターンの再利用ファクターを増加させるために使用され得る。より具体的には、図７
Ａ～図７Ｃのインデックス０～３または４～７を有する任意の４つのＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥ
が４ポートＣＳＩ－ＲＳ割り当てのために使用され得る。図７Ａ～図７Ｃのインデックス
（２ｊ）および（２ｊ＋１）を有する任意の２つのＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥは、描写される実
施形態に従って、２ポートＣＳＩ－ＲＳ割り当てのために使用され得る。
【００５４】
　例えば、ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンタイプ１およびＣＳＩ－ＲＳのセルごとの
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パターンタイプ２におけるＣＳＩ－ＲＳ送信のためのＣＤＭ－Ｔ多重放送の場合、２つの
ＣＳＩ－ＲＳポートが、時間ドメインにおいて隣接するＲＥの同一のペアを共有し得る。
例えば、最初の２つのＣＳＩ－ＲＳポートは、ＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥ｛０，１｝を共有し得
、次の２つのＣＳＩ－ＲＳポートはＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥ｛２，３｝を共有し得る、と続い
ていく。
【００５５】
　上記で本発明のさまざまな実施形態が説明された一方で、それらは例としてのみ示され
たのであって、限定として示されたものではないということは理解されるべきである。同
様に、さまざまなダイヤグラムが例示的アーキテクチャまたは他の構成を本開示のために
描写し得るが、それは本開示に含まれ得る特徴および機能性の理解を助けるためになされ
たものである。本開示は描写された例示的アーキテクチャまたは構成に制限されるもので
はなく、さまざまな代替のアーキテクチャおよび構成を用いてインプリメントされ得る。
加えて、本発明は、さまざまな例示的実施形態およびインプリメンテーションによって上
記で説明されるが、１つ以上の個別の実施形態で説明されたさまざまな特徴および機能性
は、その用途において、説明された特定の実施形態に限定されるわけではないことは理解
されるべきである。代わりに、そのような実施形態が説明されているかどうかに関わらず
、かつそのような特徴が説明された実施形態の一部として示されているかどうかに関わら
ず、単体またはある組み合わせにより、本発明の１つ以上の他の実施形態に適用され得る
。そのため、本発明の幅および範囲は、上記で説明された例示的実施形態のいずれにも限
定されるべきではない。
【００５６】
　本明細書において、本明細書で使用される「モジュール」という用語は、本明細書で説
明される関連付けられた機能を実行するソフトウェア、ファームウェア、ハードウェアお
よびこれら要素の任意の組み合わせに言及する。加えて、議論のために、さまざまなモジ
ュールが別々のモジュールとして説明される。しかし、当業者には明らかなように、本発
明の実施形態に従って、関連付けられた機能を実行する単一のモジュールを形成するため
に、２つ以上のモジュールが接続され得る。
【００５７】
　本明細書において、「コンピュータープログラム製品」、「コンピューター読取り可能
な媒体」やその類似表現は、一般に、メモリ格納デバイスまたは格納ユニットのような媒
体を言及するために使用され得る。これらおよび他のコンピューター読取り可能な媒体の
形態は、プロセッサに特定の作動を実行させるためのプロセッサによる使用に対する１つ
以上の命令を格納することに関係し得る。そのような命令は、一般に「コンピュータープ
ログラムコード」（コンピュータープログラムの形態または他のグループに分類され得る
）と呼ばれ、実行されるとコンピューターシステムを動作可能にする。
【００５８】
　上記の説明が、明確さの目的で、異なる機能的ユニットおよびプロセッサに関連して、
本発明の実施形態を説明することが認められる。しかし、異なる機能的ユニット、プロセ
ッサまたはドメイン間の機能性の任意の適切な分布が、本発明から逸脱することなしに使
用され得ることは明らかである。例えば、別個のプロセッサまたはコントローラーにより
実行される、描写された機能性は、同一のプロセッサまたはコントローラーにより実行さ
れ得る。したがって、特定の機能的ユニットを参照することは、厳密なロジックまたは物
理的な構造や構成を意味しているというよりはむしろ、説明された機能性を提供する適切
な手段を参照しているとして見なすに過ぎない。
【００５９】
　本明細書で使用される用語および表現、そのバリエーションは、そうでないと明示的に
述べられない限り、限定とは反対の拡張できるものとして解釈されるべきである。前述の
例として、「含む」という用語は、「限定なしに含む」などの意味として読まれるべきで
ある。「例」という用語は、議論の項目の例示的な例を提供するために使用されており、
その網羅的または限定的リストではない。「従来の」、「伝統的な」、「通常の」、「標
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準の」、「公知の」という形容詞および類似の意味の用語は、説明される項目を一定の時
間期間または一定の時間から利用可能な項目に限定するものとして解釈されるべきではな
い。その代わりに、これらの用語は、現在利用可能、公知または将来のいずれの一時点で
利用可能、公知の、従来の、伝統的な、通常の、または標準の技術を包括するものとして
読まれるべきである。同じ様に、「および」という接続詞で接続された項目のグループは
、それら項目のいずれもがグループ内に存在していることを要求すると読まれるべきでは
なく、むしろ、明示的にそうでないと述べられない限り、「および／または」として読ま
れるべきである。同様に、「または」という接続詞で接続された項目のグループは、その
グループ内で相互排他的であることを要求するものとして読まれるべきではなく、むしろ
、明示的にそうでないと延べられない限り、「および／または」として、また、読まれる
べきである。さらに、本発明の項目、要素またはコンポーネントは単数形で説明または主
張され得るが、単数形への限定が明示的に述べられない限り、複数形がその範囲内に想定
される。いくつかの例における「１つ以上」、「少なくとも」、「しかし限定されるわけ
ではない」または他の類似の表現のような拡張的語および表現の存在は、そのような拡張
的表現が不在であり得る例において、より狭いケースが意図されているまたは要求されて
いると意味していると読まれるべきではない。
【００６０】
　加えて、コミュニケーションコンポーネントと同様に、メモリまたは他の格納が、本発
明の実施形態で採用され得る。上記の説明が、明確さの目的で、異なる機能的ユニットお
よびプロセッサに関連して、本発明の実施形態を説明することが認められる。しかし、異
なる機能的ユニット、処理ロジック要素またはドメイン間の機能性の任意の適切な分布が
、本発明から逸脱することなしに使用され得ることは明らかである。例えば、別個の処理
ロジック要素またはコントローラーにより実行される、描写された機能性は、同じ処理ロ
ジック要素またはコントローラーにより実行され得る。したがって、特定の機能的ユニッ
トを参照することは、厳密なロジックまたは物理的な構造または構成を意味しているとい
うよりはむしろ、説明された機能性を提供する適切な手段を参照しているとして見なすに
過ぎない。
【００６１】
　さらに、個別にリストにされているが、複数の手段、要素または方法ステップが、例え
ば単一のユニットまたは処理ロジック要素によりインプリメントされ得る。加えて、個別
の特徴が、異なる特許請求の範囲に含まれ得るが、これらは恐らく好都合に結合され得る
。異なる特許請求の範囲に含まれることは、特徴の組み合わせが可能でないことおよび／
または好都合でないことを意味しない。また、特徴を特許請求の範囲の１つのカテゴリー
に含めることは、このカテゴリーに限定することを意味しておらず、むしろ、特徴が均等
に他の特許請求の範囲のカテゴリーに、適切に、適用可能であり得る。
　本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）システムにおいて、チャネル状態情報参照信号（ＣＳＩ
－ＲＳ）の送信のために、リソース要素を割り当てる方法であって、該方法は、
　１つ以上のリソース要素を２次元周波数時間ドメインへ変換することと、
　該１つ以上の変換されたリソース要素を物理的なリソースブロック（ＰＲＢ）のユニッ
トへ分割することと、
　１つ以上のリソース要素を該ＰＲＢの少なくとも一部に対して該ＣＳＩ－ＲＳの送信の
ためにパターン付けることと
　を含む、方法。
（項目２）
項目１の方法であって、１つのＰＲＢの時間ドメイン次元は、１つのサブフレームである
、方法。
（項目３）
項目１の方法であって、該方法は、
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　セル固有参照信号（ＣＲＳ）、物理的ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）および
復調参照信号（ＤＭＲＳ）のうちの少なくとも１つを含む規則的なダウンリンクサブフレ
ームにおける前記ＣＳＩ－ＲＳに前記１つ以上のリソース要素が利用可能かどうかに基づ
いて決定される１つ以上のリソース要素を使用して該ＣＳＩ－ＲＳを送信することをさら
に含む、方法。
（項目４）
項目１の方法であって、セルごとの前記ＣＳＩ－ＲＳリソース要素は、１つのＰＲＢにお
ける２つのＯＦＤＭシンボル上の最も大きい副搬送波インデックスを有する該ＣＳＩ－Ｒ
Ｓリソース要素のペアから下方にカウントして、副搬送波の三ペアごとにおいて同一の２
つのＯＤＦＭシンボル内に配置される該ＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペアとして該ＰＲＢ
内にパターン付けられる、方法。
（項目５）
項目４の方法であって、前記ＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペアが割り当てられ得る同一の
２つのＯＦＤＭシンボルは、シンボル９およびシンボル１０であり、結果として３と等し
い再利用ファクターが生じる、方法。
（項目６）
項目４の方法であって、前記１つのＰＲＢにおける前記ＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペア
の前記最も大きい副搬送波インデックスは、｛９，１０，１１｝のいずれかの値であり得
る、方法。
（項目７）
項目１の方法であって、セルごとの前記ＣＳＩ－ＲＳリソース要素は、前記１つのＰＲＢ
における２つのＯＦＤＭシンボル上の最も大きい副搬送波インデックスを有する該ＣＳＩ
－ＲＳリソース要素のペアから下方へカウントして１番目、６番目および７番目の該副搬
送波のペアと、同一の２つのＯＦＤＭシンボル内に配置された該ＣＳＩ－ＲＳリソース要
素のペアとして該ＰＲＢ内にパターン付けられる、方法。
（項目８）
項目７の方法であって、前記ＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペアが割り当てられ得る前記同
一の２つのＯＦＤＭシンボルは、１つのサブフレームのスロットか、または該１つのサブ
フレームの２番目のスロットにおける該サブフレームのシンボル２およびシンボル３の、
どちらかにおけるシンボル５およびシンボル６である、方法。
（項目９）
項目７の方法であって、１つのＰＲＢにおける前記ＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペアの前
記最も大きい副搬送波インデックスは、｛７，９，１１｝のいずれかの値であり得る、方
法。
（項目１０）
項目７の方法であって、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソース要素は、シンボル｛９，１０｝に割り当てられ、再利用ファ
クターは３であるか、または
　該ＣＳＩ－ＲＳリソース要素は、シンボル｛５，６｝、｛９，１０｝および｛１２，１
３｝に割り当てられ、再利用ファクターは５である、
　方法。
（項目１１）
項目４の方法であって、各パターンにおけるＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥインデックス配列は、時
間ドメイン配列および周波数ドメイン配列により取られ得、前記ｉ番目のＣＳＩ－ＲＳ
　ＲＥの前記ＰＲＢ内のロケーションは、（ｋｉ，ｌｉ）により表され、０≦ｉ＜８に対
してｌｉ＝ｌ’＋（ｉｍｏｄ２）であり、０≦ｊ＜４に対して
【数３】
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により与えられ、ここで（ｋ’，ｌ’）は、各ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンにおけ
る最大の副搬送波インデックスおよび最小のシンボルインデックスを有するＣＳＩ－ＲＳ
リソース要素のロケーションである、方法。
（項目１２）
項目７の方法であって、各パターンにおけるＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥインデックス配列は、時
間ドメイン配列および周波数ドメイン配列により取られ得、前記ｉ番目のＣＳＩ－ＲＳ
　ＲＥの前記ＰＲＢ内のロケーションは、（ｋｉ，ｌｉ）により表され、０≦ｉ＜８に対
してｌｉ＝ｌ’＋（ｉｍｏｄ２）であり、０≦ｊ＜４に対して
【数４】

により与えられ、ここで（ｋ’，ｌ’）は、各ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンにおけ
る最大の副搬送波インデックスおよび最小のシンボルインデックスを有するＣＳＩ－ＲＳ
リソース要素のロケーションである、方法。
（項目１３）
項目４の方法であって、
　あるセルのアンテナポートの数が８より少ない場合、前記ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパ
ターンにおけるインデックス０～３または０～１を有するリソース要素のサブセットは、
４ポートＣＳＩ－ＲＳまたは２ポートＣＳＩ－ＲＳを送信するための新しいＣＳＩ－ＲＳ
のセルごとのパターンとして使用され、
　該ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンにおけるインデックス４～７または２～７を有す
るリソース要素は、パターン再利用ファクターを増加させるために追加のセルからＣＳＩ
－ＲＳを、インデックス４～７を有するリソース要素上の４ポートＣＳＩ－ＲＳおよびイ
ンデックス２ｊおよび２ｊ＋１を有するリソース要素上の２ポートＣＳＩ－ＲＳと共に送
信されるために使用され、ここでｊは整数である、
　方法。
（項目１４）
項目７の方法であって、
　あるセルのアンテナポートの数が８より少ない場合、前記ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパ
ターンにおけるインデックス０～３または０～１を有するリソース要素のサブセットは、
該ＣＳＩ－ＲＳを送信するための新しいＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンとして使用さ
れ、
　該ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンにおけるインデックス４～７または２～７を有す
るリソース要素は、パターン再利用ファクターを増加させるために追加のセルからＣＳＩ
－ＲＳを、インデックス４～７を有するリソース要素上の４ポートＣＳＩ－ＲＳおよびイ
ンデックス２ｊおよび２ｊ＋１を有するリソース要素上の２ポートＣＳＩ－ＲＳと共に送
信されるために使用され、ここでｊは整数である、
　方法。
（項目１５）
直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）システムにおいてチャネル状態情報参照信号（ＣＳＩ－
ＲＳ）の送信のためにリソース要素を割り当てるように構成されているステーションであ
って、該ステーションは、
　該１つ以上のリソース要素を２次元周波数時間ドメインへ変換するように構成されてい
る変換ユニットと、
　該１つ以上の変換されたリソース要素を物理的なリソースブロック（ＰＲＢ）のユニッ
トへ分割するように構成されている分割ユニットと、
　該１つ以上のリソース要素を該ＰＲＢの少なくとも一部に対して該ＣＳＩ－ＲＳの送信
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のためにパターン付けるように構成されているパターンユニットと
　を含む、ステーション。
（項目１６）
項目１５のステーションであって、前記１つのＰＲＢの時間ドメイン次元は、１つのサブ
フレームである、ステーション。
（項目１７）
項目１５のステーションであって、該ステーションは、
　セル固有参照信号（ＣＲＳ）、物理的ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）および
復調参照信号（ＤＭＲＳ）のうちの少なくとも１つを含む規則的なダウンリンクサブフレ
ームにおける前記ＣＳＩ－ＲＳに前記１つ以上のリソース要素が利用可能かどうかに基づ
いて決定される該１つ以上のリソース要素を使用して該ＣＳＩ－ＲＳを送信するように構
成されている送信器を含む、ステーション。
（項目１８）
項目１５のステーションであって、セルごとの前記ＣＳＩ－ＲＳリソース要素は、前記１
つのＰＲＢにおける２つのＯＦＤＭシンボル上の最も大きい副搬送波インデックスを有す
る該ＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペアから下方にカウントして副搬送波の三ペアごとにお
いて同一の２つのＯＤＦＭシンボル内に配置される該ＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペアと
して該ＰＲＢ内にパターン付けられる、ステーション。
（項目１９）
項目１８のステーションであって、前記ＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペアが割り当てられ
得る同一の２つのＯＦＤＭシンボルは、シンボル９およびシンボル１０であり、結果とし
て３と等しくなる再利用ファクターが生じる、ステーション。
（項目２０）
項目１８のステーションであって、前記１つのＰＲＢにおける前記ＣＳＩ－ＲＳリソース
要素のペアの前記最も大きい副搬送波インデックスは、｛９，１０，１１｝のいずれかの
値であり得る、ステーション。
（項目２１）
項目１５のステーションであって、セルごとの前記ＣＳＩ－ＲＳリソース要素は、前記１
つのＰＲＢにおける２つのＯＦＤＭシンボル上の最も大きい副搬送波インデックスを有す
る該ＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペアから下方へカウントして１番目、６番目および７番
目の該副搬送波のペアと、同一の２つのＯＦＤＭシンボル内に配置された該ＣＳＩ－ＲＳ
リソース要素のペアとして該ＰＲＢ内にパターン付けられた、ステーション。
（項目２２）
項目２１のステーションであって、前記ＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペアが割り当てられ
得る前記同一の２つのＯＦＤＭシンボルは、１つのサブフレームの２番目のスロットにお
ける該サブフレームのスロットまたはシンボル２およびシンボル３のどちらかにおける、
シンボル５およびシンボル６である、ステーション。
（項目２３）
項目２１のステーションであって、前記１つのＰＲＢにおける前記ＣＳＩ－ＲＳリソース
要素のペアの前記最も大きい副搬送波インデックスは、｛７，９，１１｝のいずれかの値
であり得る、ステーション。
（項目２４）
項目２１のステーションであって、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソース要素は、シンボル｛９，１０｝に割り当てられ、再利用ファ
クターは３であるか、または
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソース要素は、シンボル｛５，６｝、｛９，１０｝および｛１２，
１３｝に割り当てられ、再利用ファクターは５である、
　ステーション。
（項目２５）
項目１８のステーションであって、各パターンにおけるＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥインデックス
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配列は、時間ドメイン配列および周波数ドメイン配列により取られ得、前記ｉ番目のＣＳ
Ｉ－ＲＳ　ＲＥの前記ＰＲＢ内のロケーションは、（ｋｉ，ｌｉ）により表され、０≦ｉ
＜８に対してｌｉ＝ｌ’＋（ｉｍｏｄ２）であり、０≦ｊ＜４に対して
【数５】

により与えられ、ここで（ｋ’，ｌ’）は、各ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンにおけ
る最大の副搬送波インデックスおよび最小のシンボルインデックスを有するＣＳＩ－ＲＳ
リソース要素のロケーションである、ステーション。
（項目２６）
項目２１のステーションであって、各パターンにおけるＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥインデックス
配列は、時間ドメイン配列および周波数ドメイン配列により取られ得、前記ｉ番目のＣＳ
Ｉ－ＲＳ　ＲＥの前記ＰＲＢ内のロケーションは、（ｋｉ，ｌｉ）により表され、０≦ｉ
＜８に対してｌｉ＝ｌ’＋（ｉｍｏｄ２）であり、０≦ｊ＜４に対して
【数６】

により与えられ、ここで（ｋ’，ｌ’）は、各ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンにおけ
る最大の副搬送波インデックスおよび最小のシンボルインデックスを有するＣＳＩ－ＲＳ
リソース要素のロケーションである、ステーション。
（項目２７）
項目１８のステーションであって、
　あるセルのアンテナポートの数が８より少ない場合、前記ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパ
ターンにおけるインデックス０～３または０～１を有するリソース要素のサブセットは、
４ポートＣＳＩ－ＲＳまたは２ポートＣＳＩ－ＲＳを送信するための新しいＣＳＩ－ＲＳ
のセルごとのパターンとして使用され、
　該ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンにおけるインデックス４～７または２～７を有す
るリソース要素は、パターン再利用ファクターを増加させるために追加のセルからＣＳＩ
－ＲＳを、インデックス４～７を有するリソース要素上の４ポートＣＳＩ－ＲＳおよびイ
ンデックス２ｊおよび２ｊ＋１を有するリソース要素上の２ポートＣＳＩ－ＲＳと共に送
信されるために使用され、ここでｊは整数である、
　ステーション。
（項目２８）
項目２１のステーションであって、
　あるセルのアンテナポートの数が８より少ない場合、前記ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパ
ターンにおけるインデックス０～３または０～１を有するリソース要素のサブセットは、
該ＣＳＩ－ＲＳを送信するための新しいＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンとして使用さ
れ、
　該ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンにおけるインデックス４～７または２～７を有す
るリソース要素は、パターン再利用ファクターを増加させるために追加のセルからＣＳＩ
－ＲＳを、インデックス４～７を有するリソース要素上の４ポートＣＳＩ－ＲＳおよびイ
ンデックス２ｊおよび２ｊ＋１を有するリソース要素上の２ポートＣＳＩ－ＲＳと共に送
信されるために使用され、ここでｊは整数である、
　ステーション。
（項目２９）
項目１５のステーションであって、該ステーションは、ベースステーションである、ステ
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ーション。
（項目３０）
非一時的なコンピューターで読取り可能な媒体であって、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ
）システムにおいてチャネル状態情報参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ）の送信のためにリソース
要素を割り当てる方法を実行するための命令を格納し、該方法は、
　１つ以上のリソース要素を２次元周波数時間ドメインへ変換することと、
　該１つ以上の変換されたリソース要素を物理的なリソースブロック（ＰＲＢ）のユニッ
トへ分割することと、
　該１つ以上のリソース要素を該ＣＳＩ－ＲＳの送信のために該ＰＲＢの少なくとも一部
に対してパターン付けることと
　を含む、媒体。
（項目３１）
項目３０のコンピューターで読取り可能な媒体であって、前記１つのＰＲＢの前記時間ド
メイン次元は、１つのサブフレームである、媒体。
（項目３２）
項目３０のコンピューターで読取り可能な媒体であって、前記方法は、
　セル固有参照信号（ＣＲＳ）、物理的ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）および
復調参照信号（ＤＭＲＳ）のうちの少なくとも１つを含む規則的なダウンリンクサブフレ
ームにおける前記ＣＳＩ－ＲＳに前記１つ以上のリソース要素が利用可能かどうかに基づ
いて決定される該１つ以上のリソース要素を用いて、該ＣＳＩ－ＲＳを送信すること
　をさらに含む、媒体。
（項目３３）
項目３０のコンピューターで読取り可能な媒体であって、セルごとの前記ＣＳＩ－ＲＳリ
ソース要素は、前記１つのＰＲＢにおける２つのＯＦＤＭシンボル上の最も大きい副搬送
波インデックスを有する該ＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペアから下方にカウントする副搬
送波の三ペアごとにおいて同一の２つのＯＤＦＭシンボル内に配置される該ＣＳＩ－ＲＳ
リソース要素のペアとして該ＰＲＢ内にパターン付けられる、媒体。
（項目３４）
項目３３のコンピューターで読取り可能な媒体であって、前記ＣＳＩ－ＲＳリソース要素
のペアが割り当てられ得る同一の２つのＯＦＤＭシンボルは、シンボル９およびシンボル
１０であり、結果として３と等しくなる再利用ファクターが生じる、媒体。
（項目３５）
項目３３のコンピューターで読取り可能な媒体であって、前記１つのＰＲＢにおける前記
ＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペアの前記最も大きい副搬送波インデックスは、｛９，１０
，１１｝のいずれかの値であり得る、媒体。
（項目３６）
項目３０のコンピューターで読取り可能な媒体であって、セルごとの前記ＣＳＩ－ＲＳリ
ソース要素は、前記１つのＰＲＢにおける２つのＯＦＤＭシンボル上の最も大きい副搬送
波インデックスを有する該ＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペアから下方へカウントして１番
目、６番目および７番目の該副搬送波のペアと、同一の２つのＯＦＤＭシンボル内に配置
された該ＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペアとして該ＰＲＢ内にパターン付けられる、媒体
。
（項目３７）
項目３６のコンピューターで読取り可能な媒体であって、前記ＣＳＩ－ＲＳリソース要素
のペアが割り当てられ得る前記同一の２つのＯＦＤＭシンボルは、１つのサブフレームの
スロットか、または該１つのサブフレームの２番目のスロットにおける該サブフレームの
シンボル２およびシンボル３の、どちらかにおけるシンボル５およびシンボル６である、
媒体。
（項目３８）
項目３６のコンピューターで読取り可能な媒体であって、前記１つのＰＲＢにおける前記
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ＣＳＩ－ＲＳリソース要素のペアの前記最も大きい副搬送波インデックスは、｛７，９，
１１｝のいずれかの値であり得る、媒体。
（項目３９）
項目３６のコンピューターで読取り可能な媒体であって、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソース要素は、シンボル｛９，１０｝に割り当てられ、再利用ファ
クターは３であるか、または
　該ＣＳＩ－ＲＳリソース要素は、シンボル｛５，６｝、｛９，１０｝および｛１２，１
３｝に割り当てられ、再利用ファクターは５である、
　媒体。
（項目４０）
項目３３のコンピューターで読取り可能な媒体であって、各パターンにおけるＣＳＩ－Ｒ
Ｓ　ＲＥインデックス配列は、時間ドメイン配列および周波数ドメイン配列により取られ
得、前記ｉ番目のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの前記ＰＲＢ内のロケーションは、（ｋｉ，ｌｉ）
により表され、０≦ｉ＜８に対してｌｉ＝ｌ’＋（ｉｍｏｄ２）であり、０≦ｊ＜４に対
して
【数７】

により与えられ、ここで（ｋ’，ｌ’）は、各ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンにおけ
る最大の副搬送波インデックスおよび最小のシンボルインデックスを有するＣＳＩ－ＲＳ
リソース要素のロケーションである、媒体。
（項目４１）
項目３６のコンピューターで読取り可能な媒体であって、各パターンにおけるＣＳＩ－Ｒ
Ｓ　ＲＥインデックス配列は、時間ドメイン配列および周波数ドメイン配列により取られ
得、前記ｉ番目のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの前記ＰＲＢ内のロケーションは、（ｋｉ，ｌｉ）
により表され、０≦ｉ＜８に対してｌｉ＝ｌ’＋（ｉｍｏｄ２）であり、０≦ｊ＜４に対
して

【数８】

により与えられ、ここで（ｋ’，ｌ’）は、各ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンにおけ
る最大の副搬送波インデックスおよび最小のシンボルインデックスを有するＣＳＩ－ＲＳ
リソース要素のロケーションである、媒体。
（項目４２）
項目３３のコンピューターで読取り可能な媒体であって、
　あるセルのアンテナポートの数が８より少ない場合、前記ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパ
ターンにおけるインデックス０～３または０～１を有するリソース要素のサブセットは、
４ポートＣＳＩ－ＲＳまたは２ポートＣＳＩ－ＲＳを送信するための新しいＣＳＩ－ＲＳ
のセルごとのパターンとして使用され、
　該ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンにおけるインデックス４～７または２～７を有す
るリソース要素は、パターン再利用ファクターを増加させるために追加のセルからＣＳＩ
－ＲＳを、インデックス４～７を有するリソース要素上の４ポートＣＳＩ－ＲＳおよびイ
ンデックス２ｊおよび２ｊ＋１を有するリソース要素上の２ポートＣＳＩ－ＲＳと共に送
信されるために使用され、ここでｊは整数である、
　媒体。
（項目４３）
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項目３６のコンピューターで読取り可能な媒体であって、
　あるセルのアンテナポートの数が８より少ない場合、前記ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパ
ターンにおけるインデックス０～３または０～１を有するリソース要素のサブセットは、
該ＣＳＩ－ＲＳを送信するための新しいＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンとして使用さ
れ、
　該ＣＳＩ－ＲＳのセルごとのパターンにおけるインデックス４～７または２～７を有す
るリソース要素は、パターン再利用ファクターを増加させるために追加のセルからＣＳＩ
－ＲＳを、インデックス４～７を有するリソース要素上の４ポートＣＳＩ－ＲＳおよびイ
ンデックス２ｊおよび２ｊ＋１を有するリソース要素上の２ポートＣＳＩ－ＲＳと共に送
信されるために使用され、ここでｊは整数である、
　媒体。

【図１】 【図２】
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【図３Ａ】 【図３Ｂ】

【図４Ａ】 【図４Ｂ】
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【図５】 【図６】

【図７Ａ】

【図７Ｂ】

【図７Ｃ】
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